
一 般 質 問市政について問う！

問
子
供
の
貧
困
問
題
は
、
多
面
的
、
複

合
的
な
面
を
持
っ
て
い
る
が
、
各
相
談
窓

口
の
連
携
体
制
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
子
供
の
貧
困
問
題

の
解
決
に
は
、
行
政
、
学
校
、
地
域
、
事

業
所
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
生
委
員
、
地

域
住
民
と
い
っ
た
多
方
面
の
方
々
と
の
連

携
、
協
働
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、

三
十
四
機
関
で
構
成
さ
れ
る
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会
や
生
活
困
窮
者
に
対
し

て
地
域
全
体
で
包
括
的
な
支
援
体
制
で
臨

む
沼
津
市
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
性
を
持
っ
た
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
を
通
し
て

連
携
し
、
支
援
の
充
実
を
図
り
、
早
期
の

問
本
市
に
お
け
る
在
住
外
国
人
に
つ
い

て
、
①
人
数
の
現
状
と
傾
向
は
。
②
支
援

の
必
要
性
に
対
す
る
認
識
は
。
③
在
住
外

国
人
へ
の
支
援
の
内
容
は
。

答
企
画
部
長
／
①
本
市
の
在
住
外
国
人

数
は
、
令
和
元
年
九
月
一
日
現
在
、

四
千
四
百
五
人
で
、
近
年
の
推
移
か
ら
増

加
傾
向
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
②
本

市
で
は
、
国
際
交
流
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
外
国
人
労

働
者
を
円
滑
に
受
け
入
れ
て
い
く
た
め
に

も
日
本
語
の
習
得
や
多
言
語
に
よ
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
、
教
育
、
労
働
環

境
、
防
災
、
医
療
な
ど
の
生
活
支
援
、
地

域
住
民
に
対
す
る
意
識
啓
発
な
ど
、
さ
ま

問
災
害
備
蓄
品
と
し
て
、
持
ち
運
び
が

簡
単
な
上
に
、
粉
ミ
ル
ク
の
よ
う
に
お
湯

で
溶
か
す
必
要
が
な
く
、
常
温
で
す
ぐ
に

飲
む
こ
と
が
で
き
る
乳
幼
児
用
液
体
ミ
ル

ク
が
大
き
く
注
目
さ
れ
て
い
る
。
災
害
時

に
は
水
道
や
電
気
、
ガ
ス
な
ど
が
止
ま
る

事
態
も
想
定
さ
れ
、
お
湯
の
確
保
が
難
し

く
、
災
害
等
に
よ
る
心
労
等
で
お
母
さ
ん

の
体
調
も
変
化
し
、
母
乳
が
出
に
く
く
な

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
赤
ち

ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
、
家
族
の
大
き
な
助
け

と
な
る
液
体
ミ
ル
ク
を
災
害
備
蓄
品
と
し

て
備
蓄
す
る
考
え
は
。

答
危
機
管
理
監
／
液
体
ミ
ル
ク
は
、
粉

ミ
ル
ク
と
違
い
、
水
が
不
要
で
、
温
め
る

問
新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
の
事

業
期
間
延
長
に
関
す
る
市
民
へ
の
周
知
は
。

答
沼
津
駅
周
辺
整
備
部
長
／
新
貨
物
タ

ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
六
年
九
月
十
四
日
か
ら
令
和
二
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
事
業
期
間
を
令
和
八
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
六
年
間
延
長
す
る

事
業
認
可
の
変
更
が
、
令
和
元
年
七
月
四

日
に
認
可
さ
れ
、
八
月
二
十
日
に
は
国
の

官
報
及
び
県
の
公
報
に
告
示
さ
れ
た
。
本

市
に
お
い
て
は
、
八
月
二
十
一
日
か
ら
都

市
計
画
法
の
手
続
と
し
て
、
当
該
認
可
図

書
を
市
役
所
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
告
示
し
、
事

業
地
内
の
看
板
等
に
よ
り
周
知
も
行
っ
て

課
題
解
決
に
努
め
て
い
る
。

問
子
供
の
貧
困
問
題
に
対
し
て
各
相
談

窓
口
が
連
携
し
て
対
応
し
て
い
く
有
効
な

手
段
と
し
て
、
東
京
都
足
立
区
で
は
、
相

談
内
容
を
共
有
す
る
た
め
の
つ
な
ぐ
シ
ー

ト
を
活
用
し
て
相
談
体
制
を
整
え
て
い
る

が
、
本
市
に
お
い
て
活
用
す
る
考
え
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
つ
な
ぐ
シ
ー
ト
な

ど
の
ツ
ー
ル
に
よ
り
情
報
の
一
本
化
、
共

有
化
を
図
る
こ
と
は
、
相
談
者
の
負
担
軽

減
や
効
率
的
で
的
確
な
支
援
の
提
供
が
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
有
効
な
手
段
の
一
つ

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
、
他
市
の

事
例
な
ど
を
参
考
に
そ
の
効
果
や
課
題
に

つ
い
て
の
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
支
援
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
③
本
市
で
は
、
市

役
所
内
に
英
語
、
中
国
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
通
訳
を
配
置
し
、
手
続

の
補
助
や
、
日
常
生
活
相
談
、
多
言
語
で

の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
日

常
生
活
に
お
け
る
支
援
と
し
て
、
在
住
外

国
人
を
対
象
と
し
た
日
本
語
講
座
や
防
災

講
座
を
開
催
し
、
弁
護
士
会
な
ど
の
協
力

を
得
て
国
際
結
婚
、
離
婚
、
在
留
資
格
、

雇
用
、
労
働
条
件
等
に
つ
い
て
の
相
談
会

を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
在
留
外
国
人
が

地
域
社
会
へ
参
加
し
や
す
く
す
る
た
め
、

異
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

必
要
が
な
く
、
手
間
も
か
か
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
災
害
時
に
役
立
つ
と
い
う
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
液
体
ミ
ル
ク

は
保
存
期
間
が
半
年
か
ら
一
年
と
非
常
に

短
く
、
期
限
内
で
の
処
分
や
補
充
を
す
る

必
要
が
生
じ
る
た
め
、
備
蓄
す
る
に
は
管

理
面
、
コ
ス
ト
面
で
課
題
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
備
蓄
と
い
う
方
法
で
は
な
く
、
災

害
救
助
に
必
要
な
物
資
の
調
達
に
関
す
る

協
定
書
に
基
づ
き
、

発
災
時
に
液
体
ミ

ル
ク
を
調
達
す
る

な
ど
の
方
法
で
対

応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

い
る
。

問
他
市
に
存
在
し
な
い
よ
う
な
三
十
年

間
に
も
わ
た
る
沼
津
市
長
期
財
政
に
関
す

る
試
算
は
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
本
試
算
を
見
直
す
考
え
は
。

答
財
務
部
長
／
本
試
算
は
、
沼
津
市
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
や
沼
津
駅
周

辺
総
合
整
備
事
業
な
ど
に
よ
る
財
政
の
影

響
が
相
当
長
期
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
作

成
時
点
で
妥
当
性
の
あ
る
条
件
の
も
と
、

こ
れ
ら
の
計
画
や
事
業
が
達
成
可
能
で
あ

る
か
を
数
値
で
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
長

期
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
業
や
計
画
が
新
た

に
生
じ
な
い
こ
と
か
ら
、
見
直
し
は
考
え

て
い
な
い
。

片
岡
　
章
一

平
野
　
謙

長
田
　
吉
信

梅
沢
　
弘

子供の貧困問題に対する各相談窓口の
連携体制は

在住外国人支援の現状と
その必要性についての認識は

災害時に備え、乳幼児用
液体ミルクの備蓄を

新貨物ターミナル整備事業の
事業期間延長に関する市民への周知は

形
式

形
式

形
式

形
式

一
　
　
括

複
　
　
合

一
問
一
答

一
　
　
括
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